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したHEBPの種々の作用がこれら 2 つの相に対してどのような影響を及ぼすかについて in situ で明
示し得た論文はいまだみられない。
一方，本教室における一連の象牙質石灰化傷害実，験からHEBP投与によりラット切歯象牙質に 2 種
の石灰化傷害層(以下HYPO-1 ， HYPO-2 と記す)が成立することが示されている。そこで，
in situ における HEBPの石灰化障害作用を明らかにすることを目的として以下のような実験を行っ
fこ O
実験には，体重150---200 g の雄性S-D系ラットを用い，その背部皮下にHE B P 4 mg/100 g 体重
を一回注射投与し，その上顎切歯唇側象牙質に生じた変化を光顕的，電顕的及び組織化学的に検索した。
その結果， HEBP投与24時間後に，光顕的にはトルイジンブルー染色d性が低く，電顕的には電子密




1 の成立に先立ち投与 4 時間後から象牙前質近心端にコラーゲン線維が少なく直径約10--22nm の大型
頼粒が蓄積した病変が出現した。この病変はその後幅約20μmの層状病変となり，経時的に遠心側へ移
動し， 96時間後には象牙質中に移行してHYPO-1 から約25μm (象牙前質の幅にほぼ一致する)近
心側(歯髄側)に石灰化傷害層 (HYPO-2) が成立した。

















その結果， HEBP投与によって象牙質に 2 種の障害病変が発現することを示し，それらは硬組織形
成過程における基質形成と石灰化の各過程の障害に起因することを明らかにした。さらに，各障害病変
の観察によって，基質の形成障害による病変には，主因であるコラーゲン線維の形成障害の他，プロテ
オグリカンの異常も関与していること，また，石灰化障害による病変には，無機結晶の著しい減少他，
リン蛋白質の減少や酸性リン脂質の残留も関与していることを示した。
足立君の論文は， HEBP による石灰化障害の様相を形態学的に解明し，同時に，従来論じられてき
た石灰化に関与する各種因子の果たす役割とそれらの相互作用をも明らかにしたもので，歯学博士の学
位請求に値するものと認める。
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